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本庁舎(千住)跡には
ホテル、多目的ホールなど

― 足立区本庁舎跡利用対策審議会答申―

現在干 住にあ る本庁舎の跡利用につ
い て、「足立 区本庁 舎跡利用対 策審議
会。( メンバー右下表囗 こよる答申 が、1
月区長に提出 されました。
これは、平 成8 年5 月の統合新庁舎(
中 央本町に建設中) 開設により、千住
本庁舎跡の 活用が課 題となるためです。
この 「足立区 本庁 舎の跡利用計画及

び実施に関 する 事項J の答申では、千
佳地区の かかえてい る問題点に言及す

るとともに、本庁舎跡利用の開発基本
万針や導入機能・施設構成などについ
て提言をおこなっています。この提言
の中では、本庁舎跡については、地域
商業発展の中核拠点とするため、集客
効果が期待できる宿泊・商業・サービ
スを総合化した機能構成とすることを
求めています。
この答申を受けて、今後区では、本

庁舎跡利用計画を策定していきます。

こ
れ
ま
で
の

経
過

本
庁
露

の
利
用
に
つ
い
て

は
、
昭
和
6
3年
に
条
例
に
よ
り

夲
げ
告
侈
転
が
決
定
し
た
汝
、

平
成
元
年
5
月
に
区
議
会
に

「
庁
合
跡
利
用
対
禹
符
匍
匐
員

合

が
設
置
さ
れ
、
平
成
3
年
3

月
ま
で
蜍
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
委
員
会
の
調
点
型
そ

は
、不
住
地
域
あ
る
い
は
区
全

体
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
集
客

力
り
貿
施
唇

と
い
う
万
向

性
は
示
さ
れ
ま
し
た
じ
か
し
、

具
体
的
に
は
ど
9
遡
な
施
設

案
朧
子
べ
夊
か
に
つ
い
て
は

結
論
を
出
さ
ず
、
今
後
の
棆
討

と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、姐
皀
区
本
庁
舎
跡

利
用
対
策
審
議
命
麥
烝
置
し
、

こ
の
た
び
禾
7

吉
跡
利
用
計
圃

孚
万
の
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
の
拠
点
に

本
庁
舎
跡
は
千
庄
地
区
の
肓

嗔
な
「
規
模
用
地
で
あ
り
、
千

住
地
区
が
よ
口
活
件
汐
字
ゑ
だ

め
に

。地
域
商
業
梟
厦
の
中
核

仁
父
屆
力
拠
点
」
と
す
ろ
よ

う
求
め
て
い
廖
罵

跡
利
用
の
万
法
と
し
て
は
、

現
庁
舎
啻
喉
于
る
方
法
と
建

て
ぴ
凡
る
方
法
と
が
考
又
ら
れ

ま
す
か

、
現
庁
舎
は
事
務
所
専

用
構
造
と
な
っ
て
い
る
た
め

に
、
改
修
し
て
爬
用
す
る
場
合

に
は

、
用
ま
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
だ

、
隣
接
す
る

産
業
振
興
館
は
老
朽
化
が
激
し

ぺ

建
て
直
す
必
要
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

こ
む
り
9
一
か

ら
、
杰
笨

‥

と
産
業
振
興
館
は

、
新
た
に
建

て
恐
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
さ
れ

ま
い
た
。
さ
ら
に

、
そ
の
際
に

は
、
現
斤
舎
と
産
業
振
興
館
の

敷
地
(

約
3
干
9
7
0㎡
〔
一
部
借

碧

〕だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る

民
地
の
所
有
者
の

協
力
を
得

て

、
民
地
兔

ら
め
て
一
体
的
に

整
備
す
べ
き
で
あ
忝
と
し
て
い

康
瓦区

民
要
望
の

高
い
施
設
に

区
内
に
は
、
現
在
大
規
暇
な

ホ
テ
ル
が
な
ぺ

区
へ
来
た

方
々
は
他
の
地
域
り
ボ
テ
ル
に

宿
泊
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
百
人
規
模
で
9
〃

議
や
飲
食
が
で
き
る
場
所
も
多

ぐ
は
あ
叮
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
ひ
な
状
苳
箏
蜜
炙
、

ぼ
民
要
望
が
高
べ
渠
各
効
果

の
高
い
施
汾
と
し
て
ホ
テ
ル
が

適
当
で
あ
?
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
に
は
、
客
室
の

ほ
か
、
眺
望
の
よ
い
ス
カ
イ
レ

ス
ト
ラ
ン
、
結
晒
式
場
、
宴
会

樶
胯
斈
(
れ
る
冫
と
が
必
要

だ
と
し
て
い
未
了
。

同
時
に
、X
民
相
互
の
交
流

の
煬
と
し
て
、
芸
術
健
な
ど
か

開
け
泰
平
ヤ
ラ
リ
ー
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
区
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
多
目
的
広
場
な
ど
を
瓜
け

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
声
だ

。

ま
た
、
区
民
と
区
内
商
工
業

者
こ
の
交
流
奮
咥
莎
艮
だ
め

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
、
多
炒
公

議
に
対
応
で
鳶
る
集
会
場
・
会

轟
場
も
併
設
す
る
ぷ
ひ
求
め
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
駐
車
場
や

地
区
住
民
の
安
全
産
唯
保
す
る

た
め
の
防
災
禀
緊
設
け
る
こ

と
萃
提
案
し
て
い
康
司

生
活
副
都
心
を
目
指
し
て

木
庁
忿
の
あ
る
F
庄
地
区

は
、
北
千
住
駅
西
目
。再
開
発
、

千
轟
旭
小
・
千
寿
第
六
小
学
校

孵
と
い
っ
た
拠
点
閧
蜀
計
画
が

進
ん
で
い
ホ
罵

北
千
庄
駅
西
口
再
開
発
で

は
、
大
規
模
盾
輔
、
事
務
所
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
な

芸
竏
画
さ
れ
て
い
末
男

千
寿
旭
小
学
校
跡
(
千
住
五

丁
目
)
に
は
、放
送
大
学
、生

汪
学
習
セ
ン
タ
ー
、新
中
火
図

耆
館
、庄
宅
が
計
画
さ
れ
て
い

季
y
。

千
加
第
六
ホ
学
校
跡

♀
住

砲
田
町
)
は
、
凭
竅
弯
施
べ

公
園
の
擂
覗
か
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て

、
北
千
佳
駅
西
口
を

千
佳
地
区
の
「
衝
西
・
、
予
寿
旭

小
・
予
寿
第
六
小
学
校
跡
お
よ

び
軍
丁
告
跡
を

「
副
衝
心

」
と

旦

しさ

置
づ
け
て

、
千
住
地
区

を
犀
話
副
都
心
と
し
て

、
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
澎
つ
に
す
る
と

と
も
に

、
区
全
体
の
活
性
化
に

結
び
つ
け
て
い
零
重
J

。

問
合
せ
先

本
斤
左
只
千
佳
)
・

企
画
課

゛

了

肖
2
)
1
1
　

㈹

本 庁 舎 移 転 後 は 集 客 効 果 の高 い 施 設 に

足立区本庁舎跡利用対策審議会委員

教
育
振
興
公
社
設
立

財
団
法
人
足
立
区
教
育
振

興
公
社
(
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

が
、2

月
1
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た

。
生
涯
学
習
鬻
乖
進

す
る
た
め
、
区
民
の
学
習
意

欲
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
さ
里
t
y。
区
民
大

字
や
各
種
講
演
会
な
ど
を
閧

催
す
る
ほ
か
、
生
涯
学
習
館

な
ど
の
運
営
を
し
て
い
瘴
汞

す
。

問
合
せ
先

教
育
振
興
公
社

゛
(
5
9
4
2
)
3
1
5
　

1

〝良い番組作りのために〟

見て参加してください

ビデオモニター募集

区
で
は
、
区
政
の
薊
き
、

出
来
事
や
区
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
話
題
を
ビ
デ
オ
で
紹

介
す
る

「
ル
ッ
ク
・
鵑
あ
だ

ち

」「N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち

」
を
荊
作
し

、
区
の
施

設

、
金
融
機
関

、
ス
ー
パ
ー

な
ど
3
0
0力
所
で
放
脾
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
I
遍

見
で
よ
り

魅
力
あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す

る
た
め
、
次
の
要
項
で
モ
ニ

夕
l
奩
忿
?
に
汞
罵

任
期
4

月
ぶ

年
ふ
月

内
容

年
1
2本
の
ビ
デ
オ
広

報
奮
兄
て
、
ア
ン
ヶ
I
ト

に
回
答
(
ビ
デ
オ
は
郵
送

匚
汞
す
)

応
募
資
格
2
0
歳
以
卜
で

、

区
内
に
引
霆
賢
下
刀
月

以
上
居
庄
し
、
平
成
4
年

度
の
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
、

区
政
モ
ニ
タ
ー
で
な
い

方
。L
家
庭
L
枚
に
限
り

ホ
丐

募
集
人
員
2
0
人
(
抽
選
)

謝
礼

汚
じ
た
ビ
デ

オ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
回

笞
後
に
記
貪
冐
差

に回
収
重
影

回
答

い
な
G

な
い
樊
‥
　

は
、
モ
ニ
タ
1
岑
瑕

り
消
さ
せ
て
い
た
に

耋
専
心
で
'」了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
(
昼
間
、

夜
間
の
両
方
)
、
お
持
ち
の

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
の
種
類

(
v
H
s

、
8
ミ
リ
な
ど
)
　

澂
明
記

応
募
期
限
3
丹
1
5
E
必
着

応
募
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　

♀
住
)
・
広
報
課
ビ
デ
オ
　

衵
丐
〒
1
2
0
千
庄
1
1
4
　
-

1
8
・一一
(
a
8
)
2
)
　
1
1
1
1

㈹

区民ガイド

大募集

同
か
新
し
い
こ
と
膏
附

め
て
み
た
い
」
卜
薯
ん
な

思
い
を
召
い
て
い
両
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

区
で
は
、
区
の
施
設
や
公

園
な
ど
を
バ
ス
で
巡
る
施
設

見
実
乏
添
乗
し
、
参
加
さ

れ
ゑ
哭
ん
の
案
内
役
と
な

っ
て
い
な
G
y

哭
丿
区
民

ガ
イ
ド
し
蓊
菓
し
て
い
ま

す
。好

奇
心
旺
盛
で
熱
蔡
麥
痔

っ
て
取
ひ
組
ん
で
ぐ
だ
さ
る

ガ
の
ご
応
募
を
お
侍
ち
し
て

い
ホ
罵

応
昇
資
格

区
内
に
在
ぱ
ず

る
2
0
歳～
5
5
歳
倥
ま
で
の

女
性

募
集
人
員

叉

程
度

実
南
面
数

年
間
2
2回

勤
務
時
間
午
前
9
時～
午
　

後
t
時
(
予
定
)

謝
礼

卜
乗
務
に
つ
き
L
万

円
。
か
だ

し
、
研
修
期
問

中
は
半
額
。

応
募
方
法

牘
歴
濳
l
濯
と

「
私
の
好
き
冫
足
立
の
場

所
」
と
嘔
し
た
作
文
(
4
0
0
　

字
程
度
)

を
瓮
送
、
ま
た

は
直
接
持
参

応
募
期
限
3

月
1
日
必
着

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0千
住
1
1
4
1
1
8
　

き
(
3
8
8
2
)
I
I
　
I

㈹
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催
し
も
の

あだち

リ バ ー ウ ォ ッ チ ン グ

～水上バスで
春の河川めぐり～

日
時
3
月
2
6
貝
金
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
1
時
3
0
分
(
予
　

定
)

コ
ー
ス

千
住
曙
町
船
着
場

I
岩
淵
水

門
～
千

住
新
橋

卜
里

螢
T

千
住
曙
町
船
着

場
対
象

観
光
協
会
会
員
お
よ
び

区
内
在
住
の
方

定
一
`
9
5
人
(
抽
選
)

費
用

▽
観
光
協
会
会
員
・
:
千

円

▽
会
員
外
・
:千
沺
円

※
尽
莨
付

。
費
用
は
、
当
日
現

地
支
払
い
ナ
整夛

。

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所

、
氏
名

、

年
齢
、電
話
番
号
、会
員
・
　

会
員
外
の
別
、
「リ
バ
ー
ウ
ォ
　

ッ
チ
ン
グ
希
望
y
萌
記
(
(
　

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
3
人
ま
　

で
、子
?
T
人
と
し
て
数

え
零
T
)

※
重
複
申
し
込
み
は
無
効
。
返

信
用
(

ガ
キ
の
表
に
も
、
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
奮

孚

記
入

し
て
ぐ
だ
さ
い

。

申
込
期
限
2

昌

日
消
印
有

効
抽
選
3

月
1

日
(
月
)
、
午
前

1
0時
に
中
央
本
町
庁
舎
涙
会

議
室
で
公
開
抽
選

。
結
果
は

返
信
用
(

ガ
キ
で

通
知

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会
(

中
央
本
町
庁
舎
・

産
稟
振
興
課
内
)
。

〒
川一
中

央
本
町
1
-
1
7
1
1

`
‘
(
3
8
～
)
5
1
9
1

東
・
西
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

『
作
品
展
』

区
内
の
在
宅
障
害
者
の
方
を

対
象
に
、
東
部
お
よ
び
西
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
禮
つ

て
い
る
絵
画
講
習
会
と
地
域
の

幼
稚
園
の
絵
画
ク
ラ
ブ
と
か
、

合
同
で
作
品
袁
袈
し
康
司

日
時
2
月
1
7
日
～
2
2
日
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
5
時
(
2
2
日
　

は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所

西
新
井
区
民
彳
ヤ
ラ
リ

ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)

問
合
せ
先

西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

昔
(
呂
)
0
6
3
2

北千住CI
シ ン ポ ジ ウ ム

生活副都心・

千住を考える

商
業
、
文
化

、
サ
ー
ビ
ス
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、「
生

活
副
都
心
」
奮
旦
W

た
め
の

儕
れ
た
立
地
条
件
夲
彜
え

、
大

き
盆

蔟

畜

舎

能
性
を
痔
っ

勺

千
住
气

こ
の
濳
在
能
力
を

私
と

に

、
千
住
の
豕
石
づ
く
り

の
あ
り
方
に
つ
い
ナ
整語
見

口
い

ホ

罵

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
3
月
1
4
日
(
日
)
、
『
午
後
　

L
時
～
t
時

内
容

▽
基
調
講
演
・
:北
野
大

氏
(

環
境
問
題
専
門
家
)

▽

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ほ
か

・

パ
ネ
ル
展
示

日
時
3
月
1
3
・
1
4
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
咋
蒔

内
容

ま
ち
づ
く
り
の
提
言
を

パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
紹
介

◆
ま
ち
づ
く
り
卜
一フ
ス
ト

「
ト

ー
ク
サ
ロ
ン
」

日
時
3

月
1
3
貝

占

、
午
後

卜
時
～
轟

-

い
ず
れ
も
ト
ト

場
所

北
千
住
ル
ミ
ネ
了
階
、

ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン

費
用

無
料

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

庄
)
・

都
市
計
画
課
計
画
調
輅
第
二

係

税

金

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

原
動
機
付
自

転
車
の
廃
車

・
名
義
変
更

次
9

鬻
な
鳫
厠
機
付
自
転

車
氈
靱
ち
の
方
は
、
廃
車
ま

た
は
名
義
変
更
を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

マ
壊
れ
て
乗
れ
な
い
も
の

マ
盗
難
に
遭
い
、
現
在
ま
で
発

見
さ
れ
て
い
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
匚
な
い
で
、
売
っ

た
ひ
譲
っ
な
K

た
も
の

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

マ
標
識

交
付
証
明
書
(
盗
難
、
紛
失

等
の
場
竝
旨
言
動
車
税
係

に
相
談
)

▽
印
か
ん

※
3
月
3
1
日
ま
で
に
手
続
膏
蚤

」な
い
と
、平
成
5
年
度
軽
自

動
車
税
が
箍
警
れ
ホ
y
。他

人
に
譲
っ
た
方
、
廃
車
届
聚
代

璢
人
に
依
頼
匚
だ
方
は
、
必
ず

廃
車
届
出
済
肅
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
汗
今
　

軽
自
動
車
税
係

S
(
3
8
)
8
8
8

確
定
申
告
は

3
月
1
5日
ま
で

・
譲
滄
所
得
の
盥
尼
つ
い
て

平
成
4
年
中
に
土
地
(
借
地

権
を
含
む
)
・
建
物
な
ど
の
不

動
産
や
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
株

式
な
ど
の
資
産
奎
可

た
場
合

の
譲
假
所
蓐
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

キ
マ
イ
ホ
ー
ム
罍
芍
た
と
き

の
税
金

マ
イ
ホ
ー
ム
(
自
分
の
居
住

用
の
建
物
や
そ
の
敷
地
)
を
売

っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
に
つ
い

て
は
、
3
千
万
円
の
特
別
控
除

等
の
特
例
が
あ
旦
手
か
、
所

得
税
の
嗄
定
里
彩
干
る
に
あ

た
っ
て
は
、
次
Q
n
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

マ
特
例
の
適
事
憲
百
忝
た
め

に
は
。
2
扨
樛
拡
瓦
1
月

1
5
Eま
で
の
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
中
に
、住
民
果
(除

票
)
な
ど
の
必
要
書
類
豪
雨

付
し
刄

特
例
の
適
用
蚕
　

け
る
旨
の
甲
呑
孚
る

に
yと

が
必
要
で
す
。
な
お
、
特
例

の
適
用
を
受
け
た
結
果
、
税

金
の
か
か
ら
な
い
場
合
で
も

申
告
が
必
要
で
す

▽
「
買
懋
又
の
特
例
」
は
、
ご

く
隕
ジ
れ
た
場
合
に
レ
謡
　

用
で
膏
ま
せ
ん
。
詳
し
く
お

知
り
に
な
n
た
い
方
は
、
最

寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

ワ
特
例
の
適
用
を
う
け
'
(と
き

は
、「
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
」の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い

・
贈
与
税
の
定
尼
つ
い
て
　

平
成
4
年
中
に
「
個
岑

か

ら
土
地
等
の
不
動
産
や
現
金
。

株
式
、
債
権
な
ど
6
0万
円
か
超

え
る
財
産
の
贈
与
豪
肓
処
方

は
、
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。

※
「
配
偶
者
控
除
の
特
例
」
や

「
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
」
の

特
例
は
、
税
金
が
£
貿
な
い

樊
で

も
里
髟
必
苓
手
。

※
平
成
4
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
と
峭
税
は
、
2
月
1
日
A

月
1
5日
ま
で
の
期
間
で
す
。

問
合
せ
先

▽
足
立
税
務
署
　

昔
(
a
1
6
)

ワ
フ
2
2
　

▽
西
新
井
税
務
署

昔
(
a
4
0
)
1
1
1
1

教

育

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、4
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身

に
障
害
が
苳
夕
と
思
わ
れ
る
お

ヱ

兄

の
就
学
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
教
育
の
場
煢
こ
こ
に

求
め
な
{
よ
い
か
な
ど
に
つ
い

て

、
専
門
の
相
談
員
が
応
に
ま

す
°
(
M

用
く
だ
さ
い

。

受
付
日
時
月
曜
日
卜
金
曜
日
　
　

(
召
畆
殴
く
)
、午
前
1
時
　
～

午
後
i

時

申
込
方
法

電
話
予
約

撮
7

申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談
衵
当

S
(
3

呂
)
9
5
3
1

募

集

学
童
保
育
室

臨
時
職
員

勤
務
場
所

鹿
浜
第
ぶ
童
屎

育
室
(
鹿
浜
芒

小
学
校
内
)

勤
務
時
間

原
則
と
し
て
正
午

～
午
後
i
時

仕
事
の
内
容

指
導
員
の
補
助

募
集
人
数

若
干
名

申
込
方
法

電
話
胥
は
直
接

窓
口

※
他
の
堡
裏
保
育
室
で
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
学
童
保
育
係

昔
(
3
呂
)
5
1
8
1

教
育
相
談
員

採
用
予
定
人
員

若
干
名

応
募
資
格
平
成
5
年
t
月
1
　

日
現
在
、2
2歳
以
上
5
0歳
以

下
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

垈

灸

芳

マ
大
学
胥

ぽ
　

大
学
院
に
お
い
て

。
心
理
学

豪
王
と
し
て
専
攻
し
、
修
了

し
た
方
(
卒
業
叺
込
夸
貧
む
)
　

▽
教
育
相
談
に
関
連
の
面

白

職
務
経
験
が

宮

方

雇
用
期
間
4

月
1

日
1
平
成

6
年
1

月
3
1日
(

そ
の
後
、

年
次
更
新
の
途
あ
り
)

勤
務
日
・
時
間
週
4
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
5
時
巧
分

報
酬

月
額
1
7万
1

千
円
以
上

(平
成
4
年
度
実
績
)

※
そ
の
他
の
待
遇
ば
、教
育
セ

ン
タ
ー
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

に
褪
っ
空
豕
y
。

申
込
方
法

履
歴
書

吊

販
の

も
の
)
1

通
を
郵
送

申
込
期
限
Z
月
2
2
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
教
育
セ
ン
　

タ
ー
〒
1
2
1
竹
の
塚
2
L
2
5
　
-

2
1

容
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

講

座

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
た
め
の

英
会
話
教
室

日
程
3
月
5
日
～
3
0
日
の
毎
　

週
火
・
金
曜
日
(
全
8
回
)

時
間

マ
A
組
・
:午
後
2
時

A

時

マ
B
組
…
午
後
3
　

時
1
0分
～
4
時
叩
分

讚

産
業
振
興
館

対
象

区
内
に
在
住
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
忝

貴

男

定
員
2
0
人
(
各
組
1
0人
)

費
用
2

千
円

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
巨
接

窓
口

申
込
期
限
2

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

国
際
親
善

協
会

登
(
3
a
2
)
6
2
9
7

「
飲
み
水
」

を
学
ぶ

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
浄

水
器
を
嗔
入
す
忝
な
ど
、「
お
い

し
い
水

」
へ
の
関
心
、
要
蜃
が

高
ま
っ
て
い
ネ
罵

今
回
は
、

水
道
法
改
正
に
か
か
わ
っ
た
笹

野
英
雄
氏
(
都
・
衛
生
研
究
所
)

が
、
「
飲
み
水
」に
つ
い
て
わ
か

ひ
や
す
ぐ
説
明
し
豕
罵

日
時
3
月
4
日
(
木
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

定
員
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

登
(
3

尚
O
)
5
3
8
5

ボランティア
講座

「新し い
出会い から… 」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て

み
た
い
け
ど
・
:
」
と
考
凡
て
い

る
方
は

、
ザ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
2

月
2
4日
(
水
)
。
午
後

1
時
卯
了

轟

内
容

▽
施
設
内
の
見
学

▽

ビ
デ
オ
「
い
っ
私
と

違
う
日

曜
日

」
の
上
映

▽
講
演
会

(足
立
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
捷

丿

会
会
員
)

恋

笳
湲

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
案

報

望
の

万
は
、
お
問
い

乙お

す

み

ざ
い

。

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

場
所
・
問
合
せ
先

西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
a
)

リ
2

生
涯
生
活

設
計
セ
ミ
ナ
ー

日
時
3
月
2
8
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
囎
贔
勁
芬

場
所

勤
労
砺
祉
会
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
万

内
容

「
余
暇
時
間
の
過
に
芳

」

「
お
金
の
よ
刄

聆

め
方
、

活
か
し
方
い
な
ど

定
員
2
0
0
人
(

抽
選
)

費
用

無
料
(

昼
食
付
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
生
涯
牛
活

設
計
セ
ミ
ナ

ー
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限

冫
月
2
6日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
っ

〒
1
2
0綾瀬

1
1
3
4
1
7
1
旧

昔
(
3
8
8
)
3
5

χ
)
6

お
知
ら
せ

指
名
参
加
願

い
(
追
加
)
を

受
け
付
け
ま
す

枩
弓

く
り
公
社
で
は
、
平

成
5
年
度
に
発
注
す
る
工
事
の

指
名
参
加
願
い
の
追
加
鴬

谷

行
い
零
T

。
な
お
、
今
回
雲
E

録
は
、1
年
間
p

忿
怨
絮

な

り
ま
す
。

受
付
日
時
3
月
1
0
日
～
1
2
　

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
　

(正
午
卜
午
後
L

時
啻
眸
く
)

受
付
垠
所

東
部
工
事
事
務
所

栩
会
議
室

※
用
紙
は
、東
部
工
事
篳
務
所

―
階
の
公
垈
霧
室
で
、z
月

2
2
日
～
2
6
a
の
午
前
1
0
時
～
午

後
手
時
の
間
、
配
布
し
豕
す
。

問
合
せ
先

枩

弓

く
り
公
社

a
(
g
4
)
7
7
6
3

掲
示
板

・

国
の
教
育
囗
-
ン

対
象

高
校
、
矩
t
(
、
大
学
、

専
修
学
校

、
各
種
学
校
お

よ
び
予
備
校
(
許
可
さ
れ

た
も
の
)
に
入
学

、
ま
た

は
在
学
T
(

芳

の
保
護
者

融
資
限
度
額

人

に
つ
き

1
5
0
万
円
以
内

使
途

入
学
時
の
費
用

、
在

学
中
の
費
用
(

学
校
納
付

金

、
受
験
費
用

、
住
居
費
)

返
済
期
間

▽
高
校

、短
大

、

専
修
学
校

。
各
種
学
校
な

ど
・
:
5

年
以
内

▽
大

学
、
高
専
な
ど
…
6

年
以

内
据
置
期
間

在
学
期
間
以

内

。
た
だ
し

、
最
長
4

年

(
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
)

利
率

年
5
,
7
%

申
込
・
問
合
せ
先

国
民
金

融
公
庫
千
住
支
店

a
(
3
9
)
6
1
;
D

・

乳
幼
児
教
育
相
談
(
ひ
よ

こ
組
)

聞
こ
え
の
障
害
に
は

、
I

日
も
早
い
教
育
の
開
鴫
挈
「

切
で
す
。
耳
の
聞
こ
え
に
少

し
で
も
不
安
が
心
れ
ば
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
」ま
す
。

対
象
げ
歳
以
上
の
、
耳
の
　

聞
こ
え
に
障
害
の
あ
る
お
　

旱
さ
な
に
そ
の
保
護
者

相
談
日
時
月
曜
日
卜
金
曜
　

貝
祝
日
夲
薩
く
)
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
t
時

相
談
方
法

直
接
来
校
の
面

接
相
談
(
亊
前
に
電
話
予

約
)
ご
槃
癶
電
話
相
談

相
談
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
ろ
ひ
学
校

昔
(
3
8
8
3
)
8
5
り
?
　

F
A
χ
(
3
8
6
0
)
I
S

水
道
モ
ニ
タ
i
募
集

応
募
資
格
4

月
1
日
現

在
。
匐
蔵
弓
整で
都
営
水

道
を
便
つ
て
い
る
万
(
都

区
市
町
の
公
務
員
を
除

く
)

募
集
人
員

聊
人

任
期
4

月
1
日
か
ら
1
年

間
申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
の

往
信
用
表
面
に
住
所
、
氏

名

、
年
齢

、
性
別

、
職
業
、

電
話
を
、
裏
面
に

汞

道

に
つ
い
て
考
凡
る
こ
と

」

(
廻
f
程
度
)
豈
明
記

申
込
期
限

冫
月
1
9日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

〒
1
6
3
1
　
0
1

都
・
水
道
局
広
報
課
モ

ニ
タ
ー
相
当

さ
(
～
2
0
)
6
3
9
7

・
都
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

応
募
資
格
4

月
1

日
現

在
、2
0
歳
戀

整で
引
き
続

き
1

ヵ
月
以
上
都
内
に
お

住
ま
い
の
方
(
都
区
市
町

村
の
公
務
員
を
啄
く
)

募
集
人
員

叩
(

任
期
4

月
1

貝

峇
1

年

間
申
込
方
法
(

ガ
キ
裏
面
に

作
文

「
都
政
に
望
む
こ

と
」
、
住
所
、氏
名
、
年
齢
、

性
別

、職
業

、電
話
を
明

記
申
込
期
限
Z

月
2
8
E
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

〒
1
6
3卜

0
1都
・
情
報
連
絡
宰
都
政

モ
ニ
タ
ー
係

一
‘
(
5
3
8
8
)
2
2
4
4
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健

康

高
脂
血
症
が

ふ
え
て
い
ま
す

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
と
り
毫
な
つ
癶
あ
い
方
に

つ
い
て
哭
y
チ
。

日
時
2

鳳
眥
(
月
)
、
午
後

L
時
部
分
廴

蒔
部
分

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

▽
涌
田
裕
司
氏
(
蒲
原

診
環
所
医
師
)

マ
灣
渭
臂

代
氏
(
管
理
栄
養
生

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

一一
(
3
Q
U
6
)
4
1
7
1

お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
へ

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や

仕
事
か
っ
ま
く
い
か
な
い
人
、

お
酒
が
や
め
5
れ
な
ぐ
て
困
っ

て
い
る
人
は
い
ま
?
ん
か
。

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で

は
、
定
期
的
に
酒
害
相
談
を
行

っ
て
い
宋
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

電
話
で
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
訪
聊
(
表
I
)

表1　 保 健所等一 覧

花粉症シーズン到来

スギ花粉量

前年比1. 5～2. 7倍

ス
ギ
ー
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
花
粉

が
原
因
で
起
こ
盃
に
粉
應
の
人

が
、
年
々
増
え
で
い
ホ
y
。
都

内
で
は
、
約
1
0人
に
L
人
が
ス

ギ
花
粉
症
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ

ま
り
。
目
の
か
ゆ
み
、
瞑
な
ど

が
、
そ
の
症
状
で
す
。

ち
ょ
う
ご
諚
整ろ
、
都
内
全

域
で
ス
ぎ
化
粉
が
観
測
さ
れ
始

め
祟
罵
今
年

の
ス
ギ
花
昼

は
、
荻
篁
の

少
な
か
っ
た
前

年
と
比
べ
て
。

区
部
で
口
～
2
.
7

倍
、
過
云
8

年

間
の
平
均
の
7
0
%

程
度
の
a
込

み
刄
t
y
。

こ

の

時

期

に
、
ず
っ
と
刀

ゼ
莽
ひ
い
て
い

る
ぶ
つ
ア
f

つ

き
9

‥
yな
い
人

は

。花
粉
屁
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

萇

屏

ほ

、
マ
発
熱
レ
な
い

、

マ
始
終
水
9

弯
な

鼻
水
が
続

ベ

マ
起
床
時
に
と
く
に
症
状

が
強
い

、
な
ご
刀
ゼ
と
区
別
で

童

手

。

症
状
を
完
全
に
治
畜

整戸
ほ

難
し
い
の
で
す
か

、
予
防
薬
で

症
状
牙
抑
え
る
'
と
は
で
瀲
ま

す
。
シ
ー
ズ
ン
前
に
病
院
へ
行

き
、
適
切
瑟
覃
処
方
し
て
も

ら
い
ホ乙
よ
う
。

ま
た
、
牛
活
の
中
で
は
次
の
y

にと
に
気
を
つ
け
豕
し
ょ
う
。

▽
晴
れ
て
風
の
強
い
艮

懇
を

閉
め
、
外
出
奎
胃
る

マ
外
出
時
は
マ

ス
ク
、メ
ガ
ネ

、

帽
甼

、
ス
カ
ー

フ

な

ど
を

す

る

。
冢
に
入
る

前
に
衣
類
や
髪

に
つ
い
た
花
粉

夲
伍

つ
、帰
宅

後
は
鼻
や
眼
を

洗
い
、
う
が
い

豪

宕

マ
布
団
や
佚
だ

く
物
は
、
干
し

た
後
、
花
粉
を

よ
く
払
っ
て
か

ら
と
り

」む
　

花
粉
眤
を
目

分
の
体
質
の
ひ

と
つ
と
考
凡
、

荻

兮

ま
く

つ
磬
の
い
な
が

ら

、こ
の
シ
ー

ズ
ン
啻
来
り
切

っ
て

く

だ
さ

い

。

問
合
せ
先

▽

各
保
鴟
t
・
保
健
相
談
所
(
表

I
)
W
東
京
都
ス
ギ
花
粉

情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

昔
(
5
ワ
?
2
)
I
I
(
{
7

(
平
成
4
年
ス
ギ
花
粉
症
患
者
調
査
よ
り
)

※ たて軸は4 月末までの累積数を100 としたときの割合

シン ポ ジ ウ ム

「おとしよりのあだちさんが
安心して住める街」

―千住地域の高齢者在宅ケア―

日
時
Z

月
2
4日
(
水
)
、
午
後

1
時
習

～
轟

講
師

竹
内
孝
仁
氏
(
日
本
医

科
大
学
教
授
)

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

宮
崎
和
加
子

氏
(
北
千
住
参
入
訪
問
君
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)
ほ
か

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健
所

昔
(
1
)
4
9
7
7

幼児の性教育教室

「赤ちゃんは

どこから来るの? 」

日
時
3

月
5
日
(
金
)
、
午
前

9
時
迴
了
正
午

対
象

ふ
歳
以
盂
灰
学
前
の
お

孑
さ
ん
の
い
る
方

講
師

高
月
雅
子
氏
(
性
の
な

ん
で
も
相
談
室
室
長
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

垠
所
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所昔
(
a
)
4
9
7
7

エ
イ
ズ

今
、
何
が

で
き
る
か

エ
イ
ズ
問
題
の
解
決
に
は
、

正
し
い
知
識
に
黄
y
い
た
行
動

が
必
要
で
哭

一
緒
に
考
凡
て

み
隰
じ
ょ
う
。

日
時

冫
月
2
1日
百
)
、
午
後

L
時
曹

了
1
時
3
0分

渮

常
東
図
嘉
L

階
の
地

域
集
会
所
(
入
場
無
料
)

講
師

木
島
知
草
氏
(
人
形
劇

が
ら
ぐ
た
座
)

申
込
方
法

当
日
區
袰
蕩
へ

問
合
せ
先

千
住
保
僣
屏

豐
(
自
)
4
2
7
7

福

祉

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
こ
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
こ
は

あ
9

弄

ん
か

。

次
の
保
音
菌
で
は

、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
成
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
す
こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
ぷ

粲

軽
縱

粕

談
く
だ
さ
い

。
相
談

の
秘
密
は
厳
守
匚
稾
す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

マ
興
野
保
會
菌
(

西
新
井
本
町

4
1
1
9
1
2
3
)
…
毎
週
月
・

木
曜
日

昔
(
a
o
)
3
2
8

マ
親
隣
館
保
育
園
(

梅
田
4
1
　
2
9
1
6
)

・・・
毎
週
水
・
金
曜

昔
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(

新
田
2
1
1
　
1
1
0
)

ふ

購

叉

・
土
曜
日

?
3
9
1
4
)
6
4
a

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
i
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
回
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)・

忠
男
筬
係

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

老
人
医
療
費

考
入
保
健
法
医
療
受
給
者
証

を
郢
痔
ち
の
方
に
、
昨
年
の
9

月
に
受
診
さ
れ
た
際
の
「
あ
な

た
の
医
響
戸

に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
康
歹
。
こ
れ
は
、
受
診

さ
れ
た
跫
兄

の
健
康
と
老
人

医
療
費
に
対
す
る
ご
理
解
を
滯

め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
り
り
の
で

す
。2

月
下
旬
に
郵
送
」汞
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
尽
し
、
医
療
費
が
1
千
円

以
下
の
万
に
は
、
切
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
こ
の
通
知
は
参
考
ま
で
に
お

知
ら
埜
灸
石
の
で
罵

特
に

手
続
霤
孚
る
必
要
は
あ
ひ
ま

廿
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

高
齢
者
医
療
係

介 護 講 座

「家庭介護の要点と
家族の健康管理」

日
時
3

月
3
・
5
・
8
日
、

各
日
と
も
午
後
2
時
3
0分

廴
蒔

対
象
1
8
歳
以
上
の
区
内
在
住

者
で
、
3
日
間
通
し
て
受
講

で
き
忝
万

講
師

齊
藤
い
し
氏
(
都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
?
申
込
・
問
合
せ
先
あ
　

い
あ
い
公
社

゛
(
3
(
g
b
6
)
0
2
7
4

あ
い
あ
い
資
金

融
資
事
業
を

始
め
ま
す

「
あ
い
あ
い
資
金
ご
卮
`
、

区
内
に
土
整
瓦

石

、
そ
'
」に

お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
を

対
象
に
、
そ
の
所
有
す
る
不
動

蚕

箔
楳

と
し
て

、
老
後
の
生

活
資
舎

武
啜
買
す
気
も

の
。
こ

れ
は
、
区
内
の
金
融
機
関
の
協

力
奮
得
て
行
わ
れ
ま
ず

。

く
わ
し
ぐ
は

、
公
社
広
報
紙

「
あ
い
あ
い
あ
だ
ち

」
(
a

月

茜
付
予
定
)
で
お
知
ら
せ
し
ま

す

。
問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社
　

き
(
3

β
ひ
6
)
0
2
7
4

年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
、
皆
さ
ん
の
ご
冢
庭
の

荳

ぐ
で

、
皃

克

出
張
相

疎
冴
仔
つ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
し
く
み
や
手
続

き

、保
険
料
の
叉
払
方
法
な
ど
、

様
々
な
相
談
に
お
答
え
し
ま

す

。
ど
つ
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越

し
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表
2

り
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
1
7
　

国
民
甼
鐘
罹
進
係

昔
(
a
)
5
0
6
1

表2　 ねんき ん出張相談日 程表

訂
正
と
お
わ
び

「
あ
藍

沢

報
エ
ク
ス
プ
レ

ス

」
2

月
1

日
号
の

裏
表
紙

(
暦
)
に
掲
載
し
た

「
ね
ん
き

ん
6
0
儂

篩

命

の
日
程
に
誤

り
か
あ
り
ま
し
た
に
&

励

・

郤
夕

あ

る
の
は
、
正
し
ぐ
は
2

月
1
8・
匐

早
冫

。

訂
正
し
て
お
わ
ぴ
に
¥
ヂ

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
苧
謡

罹

進
係

昔
(

肖
)
5
0
6
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
副R 傑 薹 猖 鰮 滾g 塁: 霏
串
央本 保健相談所O3880- 5351

本庁舎(
千住)
・保健予防係 　3882- 1111㈹

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
水
墨
・
日
本
画
合

同
曾
巽
表
展
3
月
1
日
～

4
日
、午
前
1
0
時
～
午
後

i
時
(
4

日
は
午
後
1

時
ま

で
)
/
西

新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)
/

個
人

の
出
品
も
悪

犲

け
ホ
す
/

横
島

昔
(
3
R
5
0
)
2

=
募
集
=

☆
太
極
拳
ク
ラ
ブ
(
す
わ
ぎ
)

璢

器

曜
日

、
午
後
L

時
3
0

分
A

時
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
/

初
心
者
、
熟
年
者
歓
迎
/

入
会
餮

乖
両

、
月
額
2

千
5
0
0

円
/

内
田

啻
(
3
8
8
8
)
2
0
5
8
(

午
後
)

☆
ド
リ
ー
ム
マ
ジ
ッ
ク
ク
ーフ

ブ

第
2
・
7
汞

曜
日
、
午

後
了
時
ふ

時
/

青
年
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円

、
月
額

冫
卞円
/
平
柳

昔
(
3
8
Q

包
a
4
7
(

午
後
冫

時
以
降
)

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

H
時
卸
分
裘
ほ
午
後
'
」
時

廴
&
恥
分
/
朝
且
閙
崟

庫
千
住
支
店
ほ
か
/
入
会
金

1
千
円
、
1
回
朗
円
/
中
村
`

一
(
a
)
6
7
ワ
フ

☆
歌
椙
教
室
(
幸
友
会
)

第
1
・
4
日
曜
日
、
午
後
6

購
泯
罘
り
時
/
梅
田
住
区

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
千
崩

円
/
朝
倉
a
(
1
)
t

卜
A
M
}
6
4
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冬
の

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

わ
た
し
た
ち
の
祖
元
は
星
を

使
っ
て
方
角
や
季
節
を
知
口
ま

い
飛星

がよ
く
替
名
こ
の
時
期

に
、
実
際
に
星
空
鷲
見
な
が
ら

冬
の
星
々
の
話
し
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
2
月
2
5
・
2
6
日
い
ず
　

れ
も
午
後
6
時
卜
&
時
3
0
分

場
所

伊
興
セ
ン
タ
ー
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象

小
学
生
以
上
の
方

示

学
生
は
保
護
者
同
伴
)

定
員
5
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
(
希
望
日
の

い
ず
れ
か
を
前
日
ま
で
に
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
ご
緑
の

公
社
環
境
保
全
課

登
(
a
8
)
8
1
2
6

フリーマーケット

を開催します

家
庭
内
の
不
男
E
や
不
使
用

に留
金
屆
用
す
る
た
め
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ご
来
譽
簔
践
籖
じ
て
お
り

康
司

日
時
2

月
2
1日
(
日
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所

綾
瀬
小
学
校
体
育
館

(綾
瀬
駅
東
口
下
車
徒
歩
3

分
)

墨
某
場
の
際
は
、ス
リ
ッ
パ

と
靴
用
の
袋
竃
粨
参
く
だ
さ

い
。ま
ぺ

駐
車
場
が
あ
nま

せ
ん
の
で
陬
車
、バ
ス
竃
知

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
潅
葆

昔
(
3
肖
)
5
2
0
6

外
国
人
の
方
へ

〝あ
な
た
も
主
張
し
て

み
ま
せ
ん
か
〟

外
国
人
の
万
に
よ
灸
訂
論
会

に
参
加
匚
沃
せ
ん
か
。

テ
ー
マ

日
本
で
の
牛
笳
と
習

慣
に
つ
い
て
匚
匚
そ
の
印
象

と
今
後
の
希
望

日
時
3

月
1
6日
(
火
)
、
午
後

1
時
～
y
時

場
所

中
央
本
町
庁
舎

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
　

学
の
方
&
心
い
は
そ
の
家
族
　

の
万
で
、
外
国
籍
を
有
す
る

方
お
よ
び
同
条
件
の
帰
化
を

匚
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アート倶楽部Vol . 4
「デコパージュ入門」
名画や写真を 切り ぬき、木や金

攜にはり つけ、薬液を塗り重ねて
あ たかも 直接描かれたように仕上
げ るこ の芸術は 、東洋の漆器工芸
をヒント に、イタリ アで生まれま
し た。アート 倶楽部、今年度最後
を 飾る デコパージ ユ教室です。

日時3月4・12・18・26日( 合　
計4回) 、午後6時30分～9時

対象16～39歳の初心者の方
講師 浜田美保 子氏( 日本デコ パ
ージ ュ協会)

定員40 人( 先 着順)
費用 教 材費とし て6000円( 4 回
分)

申 込方法 電話
場所・申 込・問 合せ先 青年 セン
タ ーQ3890- 0061

郷土博物館講演会
近世 という時代 〝古 文書 から 見た〟

郷土 博物館では、 通年で開 催し
ている郷土史セミ ナー「古文 書を
よむ」の関連事業で 、つぎ のとお
り公開 講演をおこない ます。 古文
書を 勉強中の方、こ れから習い は
じ めようとする方に、江戸時 代の
古文書研究の第一人 者である 講師

に、古文書の魅力と奥深さをやさ
し く講演してもらい ます。
日時2月21日( 日) 、午後2時　～

4 時
講師 神崎彰利氏( 明治大学刑事
博物館学芸員)

定員80 人( 先着順) 無料
申 込方法 電話
場所・申 込・問合せ先 郷土博物
館S3620- 9393

足立・葛飾写真共催展　作品募集
足 立区写 真連盟 の主催です。ど

なたでも応 募でき ます。
会期3月10日～15日
場所 西 新井区民ギ ャラリー
● 募集要項
画題 自由
規格四ッ切～半切。単写真のみ。
額は四 ッ切の アルミ 製ギャラリ
ーフレ ームまたは同 等品に 入れ
てください。マット の色は自由。
カラ ー、モノクロ写 真で、組 み
写真は除きます。

出品手数料1 点につき千円
作品受付3月8日( 月) 、午前11　
時～午後2時に西新井区民ギャ　
ラリ ーへ持参してください。

作品搬出3月15日( 月) 、午後4　
時～5時30分

※ 表彰式は3 月14日( 日) 、午前11
時 から会場で行います。
問合せ先 足立区写真運盟事務局
小林H3881 ―0120、または本
庁舎( 千 住) ・文化 振 興係 昔
3882- 111l i f t )

第46回都民体育大会

春季大会 足立区予選会
● テニス( 硬式) 大会
日時3月21・28日( 予備日4月　
4・11日) 、午前9時～午後6時

場所 総合スポーツセンタ ー庭球
丿昜ほか
競技種目 男子 ・女子シング ルス
参力囗資格 区内在住・在勤の方( 高
校生以下を除く)

参加人員 男子92人、女子58人( 抽
選)

参加費1 人千円( 当日会場で集
めます)

申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名、職業、年齢、競技歴、競技
種目を明記

申 込期限2 月25日必着
申 込・問合 せ先 浦中 和夫 〒121　
竹の塚4 ―3 ―25―305)

S3884- 5536

健康・体力づくりを
すすめる区民の集い

「 心と からだの 健康をめざし て」

「健康 一体力 づくりについて、
医師を はじ めとする専門家 と語り
合つてみませんか。
日時3月6日( 士) 、午後2時　～

4時30分
場所 産業振 興館 〔入場無料〕
対 象 中 学生以 上の方
内 容D 基調講演・・・講師 橋本勲
氏( 大妻女子大学家政学部教授)
C>団体 発表…区医 師会、小中学
校養護部会 、コ ミュニティ文化
スポ ーツ公 社。体育指導委員会

定員300 人( 先着順)
申込方法 電 話または直接会場へ
申込・問合せ先 本庁舎( 干住) ・
体 育振 興係03882 ―1111㈹

女性総合センターからのお知らせ
「女性のつどい」記念論文募集

婦人週間事業のひとつとして、
「女性のつどい」を開 催します。
これを機会に、論文を募集します
ので、ふるってご応募ください。
テーマ 女性の参政権や女性の社
会参画について(「女性と社会参
画」 厂女性 と政治j 「私の一票」
など)

応募資格 区内在住・在勤・在学
の女性

応募 要 領D 字 数 は2 千 字程 度
〉別 紙に住所、氏名。年齢、職
業 、電 話番号を明記し 。同封の
うえ 郵送

応募期限3 月15日必着
賞 一席 から三席各1 点程度( 賁
状と 記念品 授与) 、応募者全員に
記念品を 贈呈

発表 本人に 通知するほか、「女性
のつどい 」会場で表彰

※ 応募作品 は返却し ません。また
その版棔は足 立区に 属し ます。

女と男のフリースペース
「どうなってるの? 平成結婚式事情」

時代とともに変化していく結婚

式。 派手だ、お 金がかかりすぎ る
と言われながら、実際にはよくわ
かっていないこ とも多いはずです。
結 婚式 をこれから挙げよう、列

席し よう という 人も、また 「絶対
に挙げ ない! 」という人も、まず
今どき の結婚式 事情を考えてみま
せ んか? ゲスト は、横浜国立大
学助教 授で自称 結゙婚式の先生气
「平成 結婚式縁 起」の著者志田基
与師さ んです。男 性の方もぜひど
うぞ。
日時2月25日( 木) 、午後6時30　
分～8時30分

場所 女性総合センタ ー
費用 無 料
申込方法 電 話または直接窓 口

女性学公開講座
フェミニズムと美術
「女性イメージの再解釈」

女性学の核心であ るフ ェミニ ズ
ムの視点から、美術を問 い直し ま
す。男性の方もぜひご 参加くださ
い。
日時2月22日( 月) 、午後6時30　
分～8時30分

場所 女性総合センタ ー
講師 若桑みどり氏( 千 葉大学教

授)
定員40 人( 先着順)
費 用 無料
申 込方法 電話またはハガキに住
所、氏 名、電 話番号を明記

※ 2 歳から 学齢前のお子さんを お
預りし ます。ハガ キでお申し 込み
の 場合は 、お子さ んの名前、生 年
月 日もご 記入ください 。

あだち' 93　女性ふぉーらむ
未来へ=ときめきライフとまち

いま、大きく変化する社会の中
で、まちづくりの具体的事例や、
その活動の中で活躍する女性、そ
して個人としての゛ときめきライ
フ、、について、皆さんといっしょ
に考え、語り合いたいと思います。
日時3月6日( 土) 、午後1時30　
分～6時

場所 女性総 合センタ ー
対象 区内 在住 ・在動・在学 の方
内容 右 表のとおり
定員250 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 電話 またはプログ ラム
に添えてあるハガ キで 申し 込ん
でください( プログ ラムは区民
事務所などにあり ます)

申込期限2 月25日必 着
※ 2 歳から学齢前のお子さんを保
育し ます。お問い 合わせください。

女性ふぉ ーら む プログラム

- いずれも 一
応募・申込・問合せ先 女性総合
センタ ー 〒123梅田7- 33- 1　　　　　

113880- 5222
※ あ だち' 93女性 ふ ぉーら むに つ
いては、NTT 足立支店レディー
スフォーラム　0120- 181070( フ
リ ーダ イヤル) でも申し 込み、問
い 合わせを受け付けています。

RECYCLEPAPER
―森 林 資 源を 大 切 に ―

I . H. 240, 000


